
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Alii!!（パラオ語で「こんにちは」）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　私は、佐伯和彦と申します。家族が住んでいる西条市は、
　　　　　　　　　　　　　　　　　私にとってなじみのあるところです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　2010年１月から２年間の任期で、青年海外協力隊員として
　　　　　　　　　　　　　　　　　パラオ共和国にある国立病院で理学療法士として活動してい
　　　　　　　　　　　　　　　　　ます。パラオは、赤道に近い国で熱帯性の気候です。パラオ
人の年配の方々は戦時中に日本語の教育を受けていたため流暢な日本語を話す方が多く、日本語が
そのままパラオ語として使われている言葉が非常に多いです。（例えば、電話、窓、大統領、大丈
夫！など）
　パラオはダイビングで有名で、日本からの旅行者も多く、旅行者のためのツアー会社やダイビン
グショップ関係で働く日本人も多い所です。
　パラオで私は、外来・入院患者さんのリハビリ、訪問リハビリ、現地スタッフへの勉強会などを
行っています。パラオでは、糖尿病や高血圧の方が多く、そのため脳卒中や足の切断、腎臓不全、
末梢神経障害などの患者さんがたくさんいます。それらの病気により失われた身体機能の回復や二
次障害予防のためのリハビリをしています。
　今、派遣から１年が過ぎ、やっと慣れてきた感じです。まだまだやりたいことがたくさんありま
す。新しいことに挑戦することやパラオの人たちがやってきたことを改善していくのは難しいこと
ですが、日々、パラオ人スタッフと試行錯誤しながら活動に励んでいます。そんな私の励まされる
一言は、患者さんやスタッフの“Mesulang（マスーラン）”（パラオ語：ありがとう）です。

▲青年海外協力隊員
　佐伯和彦さん

佐伯隊員からの報告
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